
  

 

商工労働局 

令和３年度主要事業の成果 
 
支出科目 款：商工費 項：工鉱業費 目：中小企業振興費 

担 当 課 経営革新課 

事 業 名 中小企業等災害復旧支援事業（単県） 
 
目的 

平成 30 年７月豪雨により甚大な被害を受けた地域において，中小企業等グループが，県の認定を

受けた復興事業計画に基づき実施する施設復旧等の費用の一部を助成することにより，地域の経済・

雇用の早期の回復を図る。 

事業説明 
 
対象者 

令和３年３月末までに復旧工事が完成しない中小企業（１者） 

事業内容 

（単位：千円） 

区  分 内    容 
当初 

予算額 

最終 

予算額 

予算 

執行額 

［繰越額］ 

中小企業

等グルー

プ施設等

復旧整備

補助事業 

○中小企業等が施設・設備の復旧に要した経

費への助成 

 ・サプライチェーン構成企業など，複数の

中小企業等からなるグループが復興事業

計画を作成し，県が認定した計画につい

て，計画に該当する施設・設備の復旧に

要した経費を各中小企業等に助成 

 ・対象者：中小企業等 

 ・対象経費：施設費，設備費等 

  （資材・工事費，設備調達や移転設置費

等を含む） 

 ・補助率：中小企業 3/4 

 ・補助上限額：15 億円 

10,343 

 

6,652 

 

6,642 

［―］ 

合    計 
10,343 

 

6,652 

 

6,642 

［―］ 

 

令和３年度の成果目標と実績 

○ 事業目標：被災した中小企業等施設・設備の復旧事業の進捗率 目標値 100％（令和３年度末） 

○ 実績：100％ 

 

令和３年度の目標と実績の乖離要因・課題 

〇 事業者との連絡を密にし，状況を把握しながら補助事業を進めたことにより，目標を達成した。 

 

令和４年度の取組方向 

〇 引き続き，被災事業者の動向を把握する。 
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商工労働局 

令和３年度主要事業の成果 
 
支出科目 款：商工費  項：工鉱業費  目：中小企業振興費 

担 当 課 イノベーション推進チーム 

事 業 名 
緊急時レジリエンス環境整備事業 

（一部国庫）【一部新規】 
 
目的 

平成 30 年７月豪雨災害での交通遮断等により，事業の停滞等が露見し，災害等の緊急時に強靭か

つ柔軟な事業活動ができる環境を整備する必要があることから，ＢＣＰ（事業継続計画）の策定が進

んでいない中小企業等を対象に，災害等の非常事態の中で，通常事業の早期復帰等を目指すためのＢ

ＣＰの策定を支援することで，地域全体の経済活動を維持する環境を整備する。 

※ＢＣＰ…自然災害，感染症等の自社に影響を及ぼす脅威に備えて，企業にとって中核となる事

業の継続のために，平常時の活動や緊急時における事業継続の方法・手段等を取り決

めておく計画 

 

事業説明 
 
対象者 

県内の中小企業等 

事業内容 

（単位：千円） 

区  分 内    容 
当初 

予算額 

最終 

予算額 

予算 

執行額 

［繰越額］ 

ＢＣＰ・ＢＣ

Ｍ（事業継続

マネジメン

ト）普及フォ

ーラム等 

○ＢＣＰの有効性の事例を交えて紹介し，Ｂ 

ＣＰの必要性を説く経営者向けフォーラム・ 

セミナー 

 ・県内３か所（広島・呉，福山・尾三，北

部） 計１５回 

4,095 

 

4,095 

 

3,488 

［―］ 

ＢＣＰ策定

支援講座等 

① ワークショップ形式の策定講座（ＢＣＰ

文書化） 

 ・緊急時の体制整備，被害想定，事業の優 

先度の選定等最低限必要な内容を検討 

し，ＢＣＰを策定 

 ・取引先等の関係事業者へのＢＣＰ策定の 

推進に向けたワークショップの実施  

② 机上演習等（ＢＣＭ活動の習慣化） 

 ・付与した被害想定に対して，策定したＢ 

ＣＰの有用性等を確認・効果検証 

 ・机上演習等の推進を目指すための社内教 

育の整備等についての助言相談サポート 

17,075 

 

17,075 

 

16,891 

［―］ 

ＢＣＭ共助

推進体制シ

ステム構築

モデルの検

証 

○大災害発生による事業中断時に複数の事業 

者が共同で事業継続を可能とするための「共 

助体制」の構築をモデル的に実施 

1,000 

 

1,000 

 

305 

［―］ 

合    計 
22,170 

 

22,170 

 

20,683 

［―］ 

領域 産業イノベーション

取組
の
方向

⑦
中小企業・小規模企業の生産性向上・
経営改善
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※端数処理の関係で積み上げた数値と合計額が異なる場合がある。 

 

令和３年度の成果目標と実績 

○ 事業目標 

指 標 名 
目標値 

（令和３年度） 

実績値 

（令和３年度） 

ＢＣＰ策定事業者数 
140 者 

（R 元～R3 420 者） 

146 者 

（R 元～R3 471 者） 

 

令和３年度の目標と実績の乖離要因・課題 

○ 産業支援機関や企業への訪問・架電等によるアプローチを継続的に実施し，ＢＣＰの必要性と事

業の周知に取り組んだ結果，令和３年度の事業目標を達成した。 

○ 一方で，民間調査（株式会社帝国データバンク「広島県 事業継続計画（ＢＣＰ）に対する企業

の意識調査（2022 年）［2022 年 6 月 23 日］」）の結果によると，策定企業・策定中企業ともに微

増にとどまっている。他県と比較するとＢＣＰ策定率が低い状況が継続しており，県内でのＢＣＰ

普及が十分に進んでいない状況である。（全国策定率 17.7％，広島県 14.5％） 

○ また，県の事業においては，参加企業のＢＣＰ策定及びＢＣＭ構築（ＢＣＰが緊急時に有効に機

能するための，平時から実施する組織作りや教育・演習等）を支援することにより，参加企業の属

するサプライチェーン内でのＢＣＰの取組が自発的に促進され，県内にＢＣＰが普及することを目

論んでいた。しかし，参加企業へのヒアリングの結果，自社内でのＢＣＭ活動で課題を抱えている

ケースが多く，サプライチェーン内での働きかけまで至っていないことが判明している。そのため，

これまでの取組に加えて，ＢＣＰ策定済企業のＢＣＭ構築に対する踏み込んだ支援が必要である。 

○ 加えて，中小企業がＢＣＰを策定しない理由として「策定に必要なスキル・ノウハウがない」が

最も多く上げられている。経営資源が限られた中小企業が策定しやすいような支援方法を提供する

必要がある。 

 

令和４年度の取組方向 

○ 県内でのＢＣＰ普及推進に向けて，令和３年度までの取組内容に加えて，組合・団体との共催・

講師派遣を実施することで，組合・団体の構成企業向けにＢＣＰの普及を図るとともに，組合・団

体としてのＢＣＰ策定を支援する。 

○ ＢＣＰ策定済企業に対しては，ＢＣＭ構築に向けたより高度な講座を新設し，自社の事業継続力

強化を支援するとともに，ＢＣＭの観点からのサプライチェーン内におけるＢＣＰの必要性，脅威

発生時の対応に係る事前のコミュニケーション（リスクコミュニケーション）の重要性を意識づけ

ることで，企業のサプライチェーンを起点としたＢＣＰの普及を図る。 

○ 中小企業は経営資源が限られていることも多く，未策定層の比率が高いが，ＢＣＰ策定に取り組

みやすいよう，新たにダイジェスト版ＢＣＰ策定講座を新設することで，未策定層へのアプローチ

を促進する。 
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農林水産局 

令和３年度主要事業の成果 
 
支出科目 款：農林水産業費 項：農業費 目：農業総務費 ほか 

担 当 課 農林水産総務課 ほか 

事 業 名 公共事業（平成 30 年７月豪雨災害分）（再掲） 
 
目的 

「平成 30 年７月豪雨災害からの復旧・復興プラン」に基づき，一日でも早い復旧・復興と更なる

発展に向けた新たな広島県づくりに全力をあげて取り組む。 

事業説明 
 

事業内容 

○ 平成 30 年７月豪雨災害分 

≪未来に挑戦する産業基盤の創生≫ 

 ・ 事業区分別                              （単位：千円） 

区   分 当初予算額 最終予算額 
予算執行額 

[繰越額] 

 補助公共事業 
― 

 

― 

 

― 

[―] 

国直轄事業負担金 
― 

 

― 

 

― 

[―] 

 単独公共事業 
― 

 

― 

 

― 

[―]  

 単独建設事業 
― 

 

― 

 

― 

[―] 

 維持修繕費 
― 

 

― 

 

― 

[―] 

小   計 
― 

 

― 

 

― 

[―] 

 災害復旧費 
6,927,611 

 

4,924,506 

 

1,101,563 

[繰越 3,603,335] 

合   計 
6,927,611 

 

4,924,506 

 

1,101,563 

[繰越 3,603,335] 

 

令和３年度の成果目標と実績 

○ 事業目標：被災した農地・農業用施設及び林道等の災害復旧 

 

○ 実績： 

・ 平成 30 年７月豪雨災害分 

≪未来に挑戦する産業基盤の創生≫ 

区   分 箇 所 名 称 等 

災害復旧事業 ・ 農地・農業用施設 

（大豆池地区（尾道市），大谷池地区（三次市）ほか） 

・ 林道 

（郷原野呂山線（呉市），小倉線（東広島市）ほか） 
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○ 平成 30 年７月豪雨災害や令和３年７月・８月豪雨災害等からの，一日でも早い復旧・復興に全

力をあげて取り組む。 

 

令和４年度の取組方向 
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農林水産局 

令和３年度主要事業の成果 
 
支出科目 款：農林水産業費 項：農地費 目：農地等保全管理事業費 

担 当 課 ため池・農地防災担当 

事 業 名 農地等保全管理事業受託工事費（単県） 
 
目的 

平成 30 年７月豪雨災害により甚大な被害を受けた農地・農業用施設について，事業主体である市

から災害復旧工事を受託することにより，早期の営農再開を支援する。 

事業説明 
 
対象者 

市（呉市，三原市，東広島市） 

事業内容 

（単位：千円） 

区 分 内    容 
当初 

予算額 

最終 

予算額 

※ 

予算 

執行額 

[繰越額] 

農地・農業用

施設災害 

復旧工事の

受託 

○ 市が実施する農地・農業用施設災害復旧工

事のうち，復旧に高度な技術等を要するため

池，頭首工及び大規模被災農地に係る工事を

受託 

 

［９月補正］ 

○ 東広島市から受託したため池の復旧工事に

おいて，軟弱地盤が確認されたことを受け，

地盤改良等の追加工事を実施 

175,000 

 

228,196 

 

53,648 

[174,548] 

合    計 
175,000 

 

228,196 

 

53,648 

[174,548] 

※令和３年度９月補正予算を含む。 

 

令和３年度の成果目標と実績 

○ 事業目標  

指 標 名 
基準値 

（令和３年度） 

目標値 

（令和３年度） 

実績値 

（令和３年度） 

令和３年度中の受託工事の完了 ― ３地区 １地区 

 

令和３年度の目標と実績の乖離要因・課題 

○ 三原市における災害復旧工事は完了したものの，他の市においては，隣接する災害復旧工事との

工程調整や，残土を他工事に流用するための調整に時間を要したことにより，完了には至らなかっ

た。 

 

令和４年度の取組方向 

○ 隣接する災害復旧工事との工程調整や，残土を他工事に流用するための調整については，完了の

目途が立っていることから，工程管理を着実に行い，早期の復旧に努める。 
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